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○
日
本
小
学
生
国
際
親
善
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
抜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
会

　

清
水
優
心
く
ん

　
（
城
山
小
学
校
６
年
、
東
和

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
灘
リ
ー

　

グ
所
属
）

○
第
27
回
全
国
高
等
学
校
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
選
抜
大
会

　

末
廣
有
人
さ
ん

　
（
周
防
大
島
高
校
）

　

笠
井
あ
ゆ
み
さ
ん

　
（
周
防
大
島
高
校
）

表
彰

■
平
成
20
年
度
選
挙
功
労
者

　

山
本　

衛
さ
ん
（
椋
野
）

（
周
防
大
島
町
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
）

■
平
成
20
年
度
消
防
功
労
者

　
（
山
口
県
知
事
表
彰
）

　

有
田
貞
子
さ
ん
（
東
三
蒲
）

（
三
蒲
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
会
長
）

■
周
防
大
島
町
ス
ポ
ー
ツ
競
技

全
国
大
会
等
出
場
者
奨
励
費
授

与○
第
20
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

ボ
ー
ト
大
会
（
男
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
）

　

嶋
田
浩
貴
さ
ん

　

平
井
康
平
さ
ん

　
（
周
防
大
島
高
校
）

　

３
月
５
日
に
設
立
総
会
が
行

わ
れ
、「
金
魚
島
美
竹
林
筍
の

会
」（
会
長　

吉
兼
洋
一
氏
）

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
で
５
回
に
わ

た
り
開
催
し
た
タ
ケ
ノ
コ
生
産

技
術
講
習
会
の
修
了
生
13
名
が

タ
ケ
ノ
コ
の
生
産
拡
大
を
目
指

し
、
タ
ケ
ノ
コ
生
産
に
係
る
知

識
・
技
能
の
向
上
を
目
的
と
し

て
結
成
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、総
会
の
後
、グ
リ
ー

ン
ス
テ
イ
な
が
う
ら
横
の
竹
林
に
お
い
て
、
竹
林
整
備
作
業
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。
整
備
し
た
竹
林
は
タ
ケ
ノ
コ
施
業
モ
デ
ル
竹
林

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
会
の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
町
内
で
、
タ
ケ
ノ

コ
が
増
産
さ
れ
る
と
と
も
に
、
竹
林
の
適
正
な
管
理
の
促
進
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
田
布
施
農
林
事
務
所
森
林
部

奨
励
金
授
与
式
に
出
席
さ
れ
た

方
々

住宅用火災報知器を設置しましょう

　住宅火災によ
る死傷者をなく
すため、平成 18
年の消防法改正
により、住宅用
火災報知器の設
置が義務化され
ました。新築についてはすでにその対象となっ
ていますが、既存住宅では、平成 23年６月１
日までに設置が義務づけられています。
　火災報知器は、熱式、煙式とも数千円からあ
り、家電販売店やホームセンターなどで販売
されており、日本消防検定協会が鑑定したＮＳ
マークのものをお勧めします。
　設置場所は寝室や階段の天井、壁などで、住
宅間取りにより１戸に数個は必要となります。
火災報知器は簡単に取り付けられますが、ご高
齢などの方は販売店、ご近所や消防関係者など
にご相談ください。
　自分や家族の命、財産を守るため、火災報知
器の設置をぜひお願いいたします。
◆悪質な訪問販売にご用心◆
　消防署や町役場が、各家庭に直接「火災報知
器や消火器」を販売することはありません。お
かしいと思ったらはっきり断り、警察などにご
連絡ください。
◆問い合わせ／柳井地区広域消防本部
☎０８２０（２２）００４０
　役場総務課☎０８２０（７４）１０００

　

東
南
海
・
南
海
地
震
で
、
震
度
６
弱
が
予
想
さ
れ
て
い
る
大
島
地

域
の
大
地
震
に
備
え
る
た
め
、
阪
神
大
震
災
の
体
験
者
を
招
い
て
の

防
災
講
演
会
が
３
月
６
日
と
７
日
、
防
災
セ
ン
タ
ー
と
大
島
商
船
高

専
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
防
災
語
り
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
神

戸
市
在
住
）
の
市
原
聡
美
さ
ん
で
、
町
と
大
島
商
船
高
専
と
の
共
催
。

　

市
原
さ
ん
は
、
自
宅
の
全
壊
に
遭
い
な
が
ら
も
、
近
所
同
士
で
助

け
合
っ
て
震
災
を
乗
り
越
え
ら
れ
、
教

訓
と
し
て
「
救
援
が
来
る
ま
で
の
初
動

に
は
、
ま
ず
近
隣
の
人
々
と
の
協
力
、

連
携
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
も
近
所

に
ど
の
よ
う
な
人
が
い
る
か
を
十
分
把

握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
、

実
体
験
を
も
と
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
大
島
商
船
高
専
が

取
り
組
ん
で
い
る
、
防
災
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
状
況
な
ど
を
紹
介
し

た
、
パ
ネ
ル
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

阪神大震災の教訓を学ぶ

「金魚島美竹林筍の会」が発足しました！

住宅用火災報知器


